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　　　　　1．栄養調査の実施
　厚生省栄養課では昭和20年来，連合軍最高司令

官覚書にもとづぎ全国的に栄養調査を実施するこ

とになつた。本調査は国民栄養の実情を把握し，

これが改善をはかるための方策樹立に対しその基

礎資料とするためと，一方困窮する国内食糧への

輸入を懇請する重要な参考費料とするために行

われるものである。調査地域は全国9都市（札
幌，仙台，東京，金沢，名古屋，大阪，呉，松

山，福岡）及び27都道府県（北海道，岩手，宮

城，茨城，栃木，群馬，埼玉，千葉，東京，神奈

川，静岡，愛知，富山，石川，福井，滋賀，京

都，大阪，兵庫，和歌山，岡山，広島，愛媛，高

知，福岡，佐賀，熊本）にわたり，これらの都市

及び農村を対象とし，別に4礦炭山（北海道，秋

田，福島，福岡）及び1鉄道局（東京）において

もこれを実施した。

　本調査は栄養摂取量調査と身体的症候調査の

2部よりなり，前者は如何なる食品を幾何，如何

なる方法によつて入手し，これより幾何の栄養量

を摂取しつつあるかを，後者は体重の増減並に栄

養の不足に原因すると思われる12の症候を選んで

その発現状況を調査するのである。調査は年4回

（2月，5月，8月，11月）ほぼ同時期を定めて全国

一斉に行われている。ここには調査の方法の詳細な

説明を省略し，昨22年度の成績について，これを

前年度（21年）の成績と対比しつつ述べ国民栄養

の現状を紹介してみたい。

　　　　　2．栄養摂取量について

　栄養摂取量としては後にのべる摂取食品量から

分析表によつて栄養量を算出し，これより1人1日

当り摂取量を計出した。摂取栄養量のうち熱量，

蛋白質，脂肪は第1表に示したようである。即ち

熱量は都市にあつては1人1日当り22年度は最低
1736cal（8月），最高1977cal（11月），年間平均1856

（概数）を示し，2月より逐月減少して8月最低に達
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　　第2表

都市

栄養摂取量（2）一人一日当り

農村

月／年
P　　Ca　　Fe　V.A　V.B1　V.B2　V.C　　　　　P　　Ca　　Fe　V.A　V.B1　V.B2　V.C

し11月には一躍して最高に達した。これを前年

（21年）の成績と比較するに，前年度は最低1515

cal（5月），最高2002cal（11月），年間平均1721cal

（概数）で，22年度は年間平均においては約135ca1

の増加である。また，最低最高値を比較すると，

22年度は前年度より最低は約220cal高く，最高は

約25cal低きを示したが，年間を通じての変化は

前年のように著明でなかった。これは食糧事情が

幾分好転したことにもよるが，一方これに伴う配

給が改善されてきたようにも窺われる。

　都市に対し農村においては，22年度は最低2042

cal（8月）最高2271cal（11月）年間平均2142calで

都市に比して約280cal余めぐまれている。更にこ

れを前年度の成績に比較すると年間平均において

約60calの増加であるが，これは都市の増加に対

して遙かに小であり即ち22年度は前年よりも都市

と農村の間隔が縮められたわけである。なお農村

における逐月的変化は都市のそれと同調し，8月

最低，11月最高を示した。

　以上のように都市，農村ともに熱量摂取量は前

年よりも増加したが，これらを望ましき標準必要

量に対比するとき，農村はほぼこれに接近したが

都市はなお約14％即ち約290calの不足である。

　次に蛋白質摂取量をみると，都市にあつては

1人1日当り59～65g年間平均61.6g（概数）を示し

うち動物性蛋白質は全量の約24％に相当する。こ

れを前年度に比較すると，年間平均において約2g

の増加をみたが，総蛋白質に占むる動物性蛋白質

の比率においては約1％減少し，即ち質的には僅

かに低下を示した。

　一方農村にあつては，58～61g年間平均（概数）

59．7gうち動物性蛋白質は6．7gで総量に対する比率

は約11％であり，これらを都市に比較すると，農

村は都市よりも総量において約2g低く，動物性

蛋白質の比率においては都市の1/2に達しない劣質

である。なお，農村における22年度蛋白質摂取量

を前年のそれと対比すると約1g増加し，動物性

蛋白質の比率は都市の減少に反し約10％増加した

ことが認められる。

　以上を要するに，蛋白質摂取量もまた熱量と同

様，都市，農村ともに前年より増加をみたが，こ

れを標準量に対比するときいずれも18～20％不足

であり，即ち蛋白質の不足が都市，農村に共通的

にみられ，特に農村においては動物性蛋白質の著

しき不足という質的欠陥が認められる。

　脂肪の摂取量は都市の年間平均（概数）は約

15．3gであり，農村のそれは約13．4gで，これらは

望ましき標準必需量に比較すると，なお40～50％

の不足である。また，これらを前年度の脂肪摂取

量と比較すると，都市は約1g余減少したが，農村

はかえって約1g増加し，この事実は動物性蛋白質

の増加とともに僅かではあるが農村の栄養が質的

にこれらの面で向上したといえよう。

　次に無機質としてカルシウム，リン及び鐡を，

ビタミンとしてA，B1，B2及びCを摂取食品より

算出した。その成績は第2表に示すようである。

即ち都市にあつてはカルシウムは0．22～0．24g，リ

ンは1．73～2．11g，鐡は41～56mgの間を変化し，こ

れらを望ましき標準必要量と対比するときリン及

び鉄はこれに達するがカルシウムは著しく不足で
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あり，かつリン及びカルシウムの比率も栄養上適

当でない。一方農村にあってはカルシウムは0．25

～0．27g，リンは1．92～2．31g、鉄は41～53mgで，

これらを標準量と対比するとき都市と同傾向でカ

ルシウムの著しい不足とリン及びカルシウムの比

率の不良がみられる。更にこれらを前年（21年）の

成績と比較するに都市，農村ともにほとんど変化

がない。以上を要するに無機質中特に不足を示す

のはカルシウムで，その摂取量は標準量の約1/3

であり，かつリン及びカルシウムの比率が適正を

欠いていることも考慮されねばならぬ。

　次にビタミン撮取量をみるに22年度都市におい

てはその年間平均は，Aは約3055（（l．u），B1は約

1．67mg，B2は約0．61mg，Cは約151mgである。こ

れらは摂取食品から算出したものであるが調理時

には相当量の損失があるものであるから，これを

考慮した場合，ビタミンCは標準必要量に達する

がビタミンA，B1及びB2はいずれも不足であり，

なかんづくビタミンB2は著しく不足するものと

考えられる。なお前年度と比較した場合，ビタミ

ンB1及びCはほとんど変化ないがビタミンA及び

B2は22年は21年よりも減少を示した。

　一方農村における摂取量は，年聞平均Aはおよ

そ2882（l．u），B1はおよそ1．96mg，B2は0．63mg，

Cは154mgであり，都市の場合と同様に調理時の

損失を考慮し，これらを標準量と比較するときビ

タミンCはこれに達するがビタミンA及びB2は相

等不足し，ビタミンB1もまた不足である。なおこ

れらを前年の成績と比較するときビタミンB1及

びB2はほとんど変化ないがビタミンA及びCは

減少を示した。

　以上を要するにビタミン摂取量においてはCを

除く他のいずれのビタミンも不足であり，この傾

向は都市，農村に共通であり，また21年，22年と

もに変化を認めない。

　更に都市及び農村における摂取栄養の質的内容

を摂取総熱量に占むる摂取蛋白質熱量の比率より

検討するとき，22年度においては都市の13．6％に

対して農村は11．5％であり農村の方が劣つている

ことが窺われ，この傾向は前年度においても同様

である。

　　　　3．入手別摂取栄養量について

　前にのべた摂取栄養量が如何なる方法によつて

えられたか，これを入手別に検討してみると第3表

　　　　　　　　　　　　第3表　　入手別栄養摂取量
　　　　　　　　　都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農村

　入手別　月別　熱量　比率　総蛋白質　比率　動物性蛋白質　熱量　比率　総蛋白質　比率　動物性蛋白質
　　　　　　　（cal）（％）　（g）　（％）　（g）　　　　（cal）（％）　（g）　（％）　（g）

配給

自由購入

自家生産

其他
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に示すようである。即ち22年度においては，都市

にあつては熱量の約56～67％は配給により，約29

～38％は自由購入により，約2～4％は自家生産に

より，約1～2％は其他の方法によつて入手されて

いる。また蛋白質のおよそ47～55％は配給により

約40～48％は自由購入により，約2～4％は自家生

産により，約2～3％は其他の方法によつて入手さ

れている。これに対し農村にあつては，熱量の約

82～88％は自家生産により，約8～12％は配給によ

り，約3～6％は自由購入により入手され，また蛋

白質の約43～48％は自家生産により，約5～7％は

配給により入手され，自由購入もまたこれとほぼ

同率である。即ち，都市においては熱量の約60％

余が配給，約35％が自由購入により，自家生産其

他は極めて僅少であるが，これに対し農村におい

ては熱量の約85％が自家生産により，配給は僅々

10％余，自由購入にいたつては極めて少量であ
る。また蛋白質においても都市は約50％を配給，

約45％を自由購入によって入手しているが，農村

にあつてはその過半即ち約80％を自家生産により

配給及び自由購入は僅少である。ただ都市と農村

に共通なのは動物性蛋白質の大部分が自由購入に

よって入手されていることである。

　以上の成績を前年度（21年）に比較すると，都市

にあつて熱量において配給及び自由購入によるも

のがいずれも約2％増加し，自家生産によるもの

は約2％減少した。これに対し農村にあつては自

家生産によるものは約4％減少し，配給によるも

のは約5％増加し，自由購入はほとんど変化を認

めない。また蛋白質においては都市は熱量と同様

配給及び自由購入によるものが増加し（2～3％）

　自家生産は約2％減少を示し，農村は自家生産及

び配給によるものはそれぞれ約3％増加し，自由

購入もまた約2％増加を示した。

　　　　　4．摂取食品量について

　次に如何なる食品によつて以上の栄養量が摂取

されたか，摂取食品の種類及その分量を都市と農

村について比較してみると第4表のようである。

ど都市と農村における摂取食品量において相異の

みられるのは，農村は都市よりも穀類，いも類な

いわゆる澱粉質食品の摂取量が多いこと，魚介類，

海藻類など水産食品の摂取量の少いこと，漬物類

が多いことなどで，野菜類は大差なく殊にビタミ

ン源としての緑黄色の野菜類にいたつてはむしろ

都市のほうが僅かに多いことは注目すべきであ

り，これらの点からも農村の栄養が質的に劣つて

いることが窺われる。なお摂取食品から都市，農

村の栄養内容を考察するために第5及び6表を作成

した。本表は燃量及び蛋白質がいかなる食品によ

つて幾何の比重をもつて摂取されたかを示したも

のであり，熱量に関しては穀類，芋類，野菜類，

其他からいくらずつ摂られたかの比率を示し，ま

た蛋白質に関しては穀類，豆類，動物性食品，其

他からいくらずつ摂られたかを示した。これによ

ると，都市，農村を通じて熱量の過半は穀類によ

つてえられ，即ち22年度の年間平均は都市はおよ

そ68．9％，農村は74．2％で，農村は都市よりも約5％

高く，かつ21年度に比較して都市，農村ともに僅

かに増加した。また蛋白質については都市も農村

もともにその過半は熱量と同様，穀類から摂取せ

られ即ちその年間比率は都市は約52％に対し農村

は約62％であり，また豆類より摂取する蛋白質の

比率は都市の約9％に対し農村は約10％で，いず

れも農村のほうが都市よりも大である。次に動物

性食品より摂取する蛋白質の比率は都市の約24％

に対し農村は約11％で農村のほうが遙かに小であ

る。なおこれらの比率を前年度の成績と対比する

と，都市においては，穀類及び豆類による蛋白質

摂取比率はいずれも幾分増加し，動物性食品によ

る摂取比率は減少を示したが，農村においては穀

物及び動物性食品による蛋白質摂取比率は幾分増

加し，豆類による摂取比率は僅かに減少を示した。

　　　　　5．体重の変化について

　都市と農村における体重の変化を検し，栄養摂

取量との関連をみた。即ち標準体重と対比し±10

％の範囲内にあるものを平衡状態とし，これを超

ゆるものを過重，これに達せざるものを過軽とし

て減少し，増加し或いは平衡を持するものの比率

しを男女別，月別，都市，農村別に調査した。この

結果をみるに，郡市は農村に比して一般に減少す

るものの率が多く，増加するものの率が少いこと

が窺われ，この傾向は前年度と同様である。即ち
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第4表 摂取食品量（昭和22年一人一日当り）

食品名 都市　　　農村　　　都市　　　農村　　　都市　　　農村　　　都市　　　農村

1．穀類　米　大麦　小麦　雑穀

2．堅果類

3．藷薯類　甘藷　馬鈴薯　其他芋類

4．砂糖類
5．油脂類

6．豆類　大豆　大豆製品　其他豆類

7．魚介類

8．獣鳥肉類
9．卵類
10．牛乳及煉製品
11．緑黄色野菜
12．柑橘類
13．其他果実類
14．其他野菜
15．海藻類

16．乾燥野菜
17．野菜漬物
18．調味嗜好品

都市　　　農村　　　都市　　農村

第5表 熱量よりみた摂取食品量の比率（％）

都市　　農村 都市　農村　都市　農村　都市　農村

穀類

21年

芋類

野菜

其他

　計

穀類

芋類
22年 野菜

其他

　計
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第6表　蛋白質よりみた摂取食量の比率（％）

　　　　都市　　農村　　都市　　農村　　都市　　農村　　都市　　農村

21年　穀類　　豆類　　動物性食品　　其他　　計

22年　穀類　　豆類　　動物性食品　　其他　　計

第7表　体重の変化（％）

過軽　過重　平衡　過軽　過重　平衡　過軽　過重　平衡　過軽　過重　平衡

都市　　男　女　計

農村　　男　女　計

22年度都市にあつては体重の滅少するものの率

67％，増加するものの率15．2％，平衡を持するも

の67％なるに対し，農村にあつては減少するもの

の率11．9％，増加するものの率20．3％，平衡を持

するものの率67．5％である。また男女別にこれを

みるとき都市農村を通じて概して男子より女子に

減少及び増加するものの率が多い傾向がみられ

る。また時期的には減少及び増加するものの率に

一定の傾向を認めがたい（第7表）

　　　6．身体的症候の発現について

　栄養の不足に原因すると思われる諸症候のうち

貧血其他12の症候についてその発現率を検したと

ころ第8表に示したような結果がえられた。即ち

21年度においては都市は農村よりも一般に諸症候

の発現をみる率が多く，殊に貧血，浮腫等におい

ては可成り相異をみたが，ただひとり口角炎のみ

はかえつて農村のほうが都市よりも遙かに多く発

現するのをみた。また都市においては一，二の症

候を除いては一般に2月5月8月11月と逐次減

少の傾向を示したが，農村にあつてはむしろ逐月

的に増加の傾向をみるもののほうが多く，これも

都市と農村における相異であつた（第8表）。

　22年度においては諸症候の発現は都市，農村と

もに一般に前年度よりも減少を示したが，都市及

び農村における母乳分泌不良，農村における貧血

及び腱反射消失はかえつて増加の傾向を示した。

各症候のうち最も発現率の大なるは母乳分泌不良

で，これは都市と農村に共通である。次で都市に

おいては月経異常．腱反射消失，口角炎等であり，

一方農村においては口角炎，月経異常，腱反射消

失の順位である。22年度における発現率について

都市と農村を比較すると，一般に都市のほうが多

いことは前段にのべたとおりであるが，舌炎及び

口内炎，徐脈，口角炎はかえつて農村のほうが多
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第8表　身体的症候発現率、（％）

22年 21年

貧血

毛孔性角化症

角膜乾燥症
角膜軟化症

口内炎

舌炎及口内炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脉

月経異常

母乳分泌不良

骨発育不全

備考　太字は農村における発現率

く，殊に口角炎は前年と同じく農村は都市の約2倍

の発現率を示している。

　また逐月的変化について比較してみると，貧血

反射消失等は前年度と異り逐次増加の傾向を示し

農村においては腱反射消失，徐脈等は逐次増加の

傾向を示している。

　　　　　　　7．総括
　以上の成績を総括するに，22年度は前年度に比

して一般に食糧状況の好転に伴い栄養状況も好転

し，即ち熱量及び蛋白質は都市，農村ともに増加
したが，これを望ましき標準必需量に対比すると

き蛋白質は都市農村ともになお15g内外不足であ

り，熱量は村においてはほぼ標準量にちかいが都

市はなお300cal内外の不足を示している．また蛋

白質の内容をみるに農村は動物性蛋白質不足し劣

質である。脂肪の摂取量は都市，農村ともになお

可成り不足であり特に農村において著しい。また

無機質では都市，農村ともにカルシウムが著しく

不足し，またリンとカルシウムの比率も栄養上適

正を欠いている。ビタミン摂取量においては摂取

食品の原材料より算出すればビタミンB2を除き

他のビタミンは標準量をみたすが，調理時におけ

る不可避的な損失を考慮した場合，ビタミンCを

除くいずれのビタミンも不足であり，特にビタミ

ンB2は可成りの不足である。

　身体的症候の発現率は前年度よりは一般に減少

したが母乳分泌不良，月経異常，腱反射消失，口

角炎，貧血等はなお相当多くみられる。都市と農

村を比較した場合，一般に都市のほうが多いが舌

炎及口内炎，徐脈等はかえつて農村のほうが僅か

に多く，また口角炎は農村のほうが遙かに多いこ

とがみられる。

　以上が22年度における栄養調査を通じてみた国

民栄養状況の全貌である。

－7－
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